








要約 甲状腺機能の極端な低下状態を示したクレチン症患者(症例 1)の生後 26 日,1 歳 1

ヵ月,2 歳 1ヵ月時の頭部 MRI所見と,甲状腺機能低下が軽度な患者(症例 2)の生後 20 日の

頭部 MRI 所見を比較検討した。症例 2に比べて症例1では新生児期における MRIの T2 強調

像で小脳の発達の明らかな遅延が認められた。これはクレチン症患者の精神運動発達の予

後を予測する一つの指標になる可能性が考えられる。 

症例1の1歳1ヵ月時のMRI(T2強調像)では,白質と灰白質のコントラストがやや不良であ

ったが,2 歳 1 ヵ月時ではこれらのコントラストは明瞭となっていた。しかし,両時期にと

もに T2 強調像で側脳室後角に接した後頭葉深部白質に高信号域がみられ,年齢に依存した

髄鞘化の遅延の可能性が推測された。 

MRI による中枢神経系の解析は,クレチン症患者の乳幼児期の脳発達の程度および推移の

判定の指標として有用であると考えられる。 


